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岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木
に
あ
り
、
木

曽
川
右
岸
四
百
三
十
二
㍍
の
高
所
に
築

か
れ
た
苗な

え
ぎ
じ
ょ
う

木
城
跡
（
国
指
定
史
跡
）
を

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
城
跡
は
、
平
成
二
十
九
年
に

「
日
本
の
城
ベス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ一〇
〇
」
の

専
門
誌
に
お
い
て
第
二
十
九
位
、「
絶

景
！
山
城
ベス
ト一〇
」
で
は
堂
々
の
第
一

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
昨
年
の
十
一
月
に

は
、
月
間
と
し
て
過
去
最
多
の
一
万
三 

千
六
百
二
十
人
の
来
場
者
数
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

苗
木
城
は
江
戸
時
代
の
苗
木
藩
の
藩

庁
が
置
か
れ
て
い
た
城
で
す
。
築
城
は
南

北
朝
時
代
初
め
と
も
、
戦
国
時
代
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
往
時
は
、
壁
の
色
か

ら
赤
壁
城
と
も
呼
ば
れ
、
約
一
万
石
の

小
藩
の
城
な
が
ら
山
頂
に
は
三
層
の
天
守

が
あ
った
と
いい
ま
す
。

　

城
跡
に
現
在
、
建
物
は
残
って
い
ま
せ

ん
が
、
天
守
台
、
石
垣
、
堀
、
曲
輪
な

ど
の
遺
構
が
残
って
い
ま
す
。
特
に
自
然

の
巨
石
を
利
用
し
取
り
込
ん
だ
石
垣
が

見
事
で
最
大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
敷
地
の
確
保
が
困
難
な
状
況

に
あ
っ
た
た
め
、
建
物
の
建
築
方
法
に
懸

造
り
（
崖
や
池
な
ど

の
上
に
建
物
を
長
い

柱
と
貫
で
固
定
し
、

床
下
を
支
え
る
建
築

方
法
）
が
使
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
自
然

の
地
形
を
最
大
限
に

利
用
し
た
山
城
と

な
って
い
ま
す
。

　

山
頂
の
巨
石
の
上

に
は
天
守
展
望
台
が

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
あ
っ
た
穴
を
利
用

し
、
当
時
の
構
造
を
再
現
し
た
も
の
で

す
。
展
望
台
の
眼
下
に
は
木
曽
川
が
流

れ
、
中
津
川
市
内
と
恵
那
山
の
眺
め
は

ま
さ
に
絶
景
で
す
。

　

城
跡
か
ら
十
分
ほ
ど
歩
く
と
「
苗
木

さ
く
ら
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
四
月
上

旬
に
開
催
さ
れ
る
さ
く
ら
祭
り
で
は
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
だ
し
た
夜
桜
を
散
策
で
き
ま
す
。

寒
暖
差
の
あ
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

早
朝
に
雲
海
が
広
が
る
雄
大
な
景
色
が

望
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
苗

木
城
の
入
り
口
に
は
中
世
か
ら
明
治
初

期
に
至
る
歴
史
的
文
化
遺
産
を
保
存
・

公
開
し
て
い
る
苗
木
遠
山
史
料
館
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

※
写
真
は
中
津
川
市
提
供
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